
⑭ ～作品紹介③ ポール・モリソン～

　十和田市現代美術館の東南角、交差点に面する高さ10
ｍ、幅20ｍにおよぶ大きな建物が、カフェや図書コー
ナーを備えた「休憩スペース」です。この壁面に、10月
中旬から巨大な壁画が姿を現しました。
　この作品はイギリスの作家、ポール・モリソンによる
ものです。モリソンは1966年生まれ。90年代初めより注
目を集めているイギリス人アーティストの一人です。日
本では東京オペラシティアートギャラリーなどでグルー
プ展を開いたことはありますが（2004年）、恒久的な作
品展示は初めてとなります。
  モリソンのテーマは草木や花、森などの自然の造形物
で、作品のモチーフは子供用の漫画、新聞から植物図鑑
に至るさまざまな媒体から引用されています。バラバラ
に並べられたかのようなそれぞれのモチーフを、独自の
空間構成のセンスによって、ダイナミックスさと美しさ
を備えた作品に作り上げていきます。

　本市でも、
アダムとイブ
の神話に登場
するリンゴの
木をモチーフ
とした大きな
風景画を描い
ています。白
い箱のような

　市で整備を進めている野外芸術文化ゾーンについての話題を紹介しています。

当館の中で、本作品が唯一の外壁画で、官庁街の景観と
調和する、モノクローム作品となっています。「オクリ
ア」と題されたこの作品でも、自然の造形物を単純化し
た形で置き換え、新たな風景へと転化させています。車
からも見えるこの大きな壁画は、周囲の景色も変容させ
ることでしょう。


